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添付資料 10 議事録・現地踏査メモ 

 
対象： Rwamagana District インフラ担当職員 

日付： January 27, 2009 

時間： 9:00 am 

場所： Project Office 

 

プロジェクトの C/P であるインフラユニットの Director は休暇中（30 日に復帰予定）。インタ

ビューを行ったインフラ担当職員は、3 か月前に現職に就いた（以前のインフラ担当が離職

したため、彼が採用された。本職に着く前は大学生だった。）インフラ担当職員は給水以外の

全てのインフラも担当しており、着任から現在までに給水インフラに関する活動は一切行っ

ていない。本プロジェクトの内容も理解していないことから、藤井総括から簡単な説明が行

われた。Rwamagana 郡の実証サイトである MKM スキームも訪問したことがなかったので、

本調査のフィールド調査に同行した。 
（Rwamagana 郡の保健ユニットの Director についても休暇中であり、保健担当職員もまた新

しい職員であり、なおかつ不在であったためインタビューはできなかった。） 
 

対象： Executive Secretary, Kigabiro Sector, Rwamagana District 

日付： January 27, 2009 

時間： 10:00 am 

場所： Kigabiro Sector Office 

 

（セクターの給水インフラ担当職員が不在であったため、Executive Secretary との面談を行っ

た。） 
給水管理にセクターがどのように関わっているか？ 
→ セクターの農業技師が給水インフラの担当をしている。タンク周辺の清掃活動の監督を

行っている。清掃活動などのコミュニティー活動はセルレベルで実施されている。また、

Community Affair の担当職員が衛生に関する啓発活動などを担当している。郡レベルには活動

の報告を行っており、関係は良好である。 
 

プロジェクトにはどのように関わっているか？ 
→ プロジェクトが今までに給水施設のメインテナンス等を支援していることを認識してい

る。 
 

民営化について 
→ 現在ジェネレーターの燃料を管理することが困難であるが、電気が来てその問題が解決

すれば民営化もあり得ると思うが、District レベルで決定することである。 
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対象： Executive Secretary, Munyaga Sector, Rwamagana District 

日付： January 27, 2009 

時間： 11:00 am 

場所： Munyaga セクター内の小学校（セクター事務所を訪問したものの ES は不在だ

った。その後 Water users association の President に会うため同セクター内の集会

場所に行ったところ、ES もそこにいた。ES と President へのインタビューを行

うため、急遽、集会場所の近くにある小学校の校長室を面談のために貸してく

れた） 

 

セクターは給水管理にどのように関わっているか？ 
→ 給水ポイントのセキュリティー（人材の採用のみ。給料は Association が払っている）と、

給水ポイントの利用（古いポンプや池の水ではなく給水ポイントで水を調達することを促進）

と衛生に関する啓発をセクターが行っている。セルやセクターレベルの集会の際に、議題の

一つとして取り上げている。給水管理について、District との直接的な関与はない。 
 

プロジェクトについて 
→ プロジェクトの実施により、給水マネージメントが改善している。 
 
 

対象： President of Water Users Association (MKM scheme) 

日付： January 27, 2009 

時間： 11:30 am 

場所： Munyaga セクター内の小学校（同上） 

 

給水管理を実施していく上での問題点 
→ ジェネレーターの燃料コストの高騰により、水の価格を上げる必要があった。技術者 6
人とアカウンタント 1 名に月 6000F ずつ支払う必要がある。 
給水施設の運営開始当初、インフラ省が技術者の給料を負担する約束をしたが、結局果たさ

れなかったため、Association で自ら賄う必要がある。省や郡から給付金などは一切受けてい

ない。 
技術者は基本的な技術しかないので、技術的な問題によっては対応できないケースがある。

その場合には郡が対応可能な技術者を雇って修理をしてくれる。 
地域によってはタンクが小さく、消費量を賄えないところがある（付近の他地域で給水施設

がない場所があり、水の売人が多くの水を購入していくため）。 
技術者が施設の見回り・点検を行う際に、施設が広範囲に及ぶため、バイクが必要との意見

があるが、現在のところは自転車で対応している。 
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民営化について 
→ 利益を上げる目的の団体が管理する場合は、住民のコンセンサスを得る必要がある場合

に困難だと思う。水の価格が上がることも考えられる。（実際は、受託者は決まった額で水を

売ることが契約で定められているため、価格が法外に上がることは考えにくい） 
 

衛生活動について 
→ 各給水ポイント（全部で 63 箇所）に 1 名ボランティアの衛生担当者が決められている（無

償のソフトコンポーネントで基礎的な衛生に関する研修を受けている）。今後プロジェクトが

また彼らに対して研修を行うのであれば、彼らが参加することに問題はない。 
 
 

対象： 給水ポイントのマネージャー (MKM scheme) 

日付： January 27, 2009 

時間： 12:30 am 

場所： 給水ポイント 

 

どのように給水ポイントを管理しているか？ 
→ 朝 5 時～7 時、夕方 4 時～6 時をサービス時間としている。家畜（牛）に水をあげるため

に昼間水を購入するケースがあるので、毎日ではないが昼間も給水ポイントを開いているこ

ともある。それ以外の時間は農業に従事している。給水ポイントの Representative は月に一度

程度担当の給水ポイントの見回りを行っており、衛生担当は 2 週間に一回程度、衛生状況の

確認のためやってくる。Association のアカウンタントは毎週火曜日に集金に来る。マネージ

ャーの任期は特にない。 
 

どのような問題があるか？ 
→ １容器（jerrican）あたり大体 20 リットル入り、30F で売っているが、容器によっては 20
リットル以上入るため、メーターを確認して集金されると全く儲からないばかりか、損をす

ることもある。ボランティアとしてこの仕事をしている。 
水を無料だと思っている人や、大きな容器でも 30F しか払わない人がいる。 
形の違う容器や明らかに大きい容器で水を汲みに来る場合は、メーターを見て量を判断して

いる。 
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対象： 衛生活動対象の小学校校長  

日付： January 27, 2009 

時間： 15:00 pm 

場所： 対象の小学校 

 

プロジェクトがトイレや手洗い施設を建設してくれることに感謝している。以前は衛生改善

活動を実施したくても水を買わなくてはならいため、実施が困難だった。屋根から雨水をタ

ンクに集める施設を建設してくれたことで、水を無料で使えるようになる。 
 

今までは衛生に関する行政からの支援は全くなかった。 
 

教師は衛生改善活動に関して特別な指導を受けているわけではないので、活動実施の際には

専門の指導者に来てもらう必要がある。 
 

ECOSAN トイレにより堆肥の利用が可能になるので、将来的には学校の活動として農業や鶏

の飼育なども実施して収入を得て、貧しい子供も学校に通えるような助けをしたい。 
 

 
対象： Kayonza District インフラユニットの Director およびインフラ担当職員、 

District Water Board の President  

日付： January 28, 2009 

時間： 9:00 am 

場所： Kayonza District Office 

 
Director は 2 年前から、インフラ担当職員は 2008 年 6 月から現職に就いている。 

現在インフラ担当の郡職員はこの 2 名のみ。 

 

今までに本プロジェクトの活動に参加したか？ 

→ （インフラ担当職員）Kayonza 郡に建設された給水施設のマネージメントに関するセミナー

に参加した（本プロジェクトではなく無償のソフトコンポーネントで実施された）。 

（Director）専門家が実施している調査の支援をした。 

 

どのように給水施設のマネージメントに関わっているか？ 

→ 2008 年 10 月に District Water Board を設立した（組織図は別表のとおり）。郡職員は Board の

メンバーである。Board の機能として District Water Fund（会計を担当）と District Water Users 

Committee（アドミを担当）がある。Board の組織の中で有給なのは DWF の経理と技術者（現在



 5

はまだ雇用していない）のみ。以前までは Cooperative との契約は District との間で行われていた

が、今後は Board との間で契約を結ぶ。Cooperative は売り上げの 15％を Board に支払う。Board

はその資金を使って大規模な施設の修繕や拡張を行う。Kayonza 郡の 12 ある各セクターには既に

Sector Water Users Committee が設立されており、セクターレベルの行政も参加している。また、セ

ルレベル、村レベルの Water Users Committee の設立されている。Board の会合は月に一度実施し

ている。今まで特に問題はない。議題として挙がった内容は給水施設の拡張の要求に関すること

である。 

 

マネージメントの民活化を始めてからどんな問題があるか？ 

→ Cooperative からは月に一度レポートが提出され、問題等が発生している場合は現場の視察に

出向く。Cooperative との関係でこれまでに問題は発生していない。唯一家畜用の水を供給するた

めにダムを管理している Cooperative で、管理方法が確定していないため早急に Cooperative と受

益者の間で話し合いを行う必要がある。 

 

給水の体制を強化するためにはどのような支援が必要か？ 

→ セクターレベルの技術者の能力強化が必要。 

District の監督体制が改善するためには、現場を見に行くための交通手段（District では全てのセク

ターがたった一台の車を使っている）やオフィス機器が必要。 

 

今後プロジェクトの活動に参加できるか？ 

→ 給水以外のインフラも担当しており、忙しいことも多いが参加していきたい。 

 

 

対象： COVOMEZA Cooperative の会計担当 2 名 

日付： January 28, 2009 

時間： 11:00 am 

場所： COVOMEZA Office 

 

仕事上どんな問題点や困難な点があるか？ 
→ 特にない。 
 

職員は何人いるか？ 
→ 技術者が 8 人、Social Organizer が 4 人、警備員 3 人 
 

水料金は集められているか？ 
→ 個人の家に直接供給しているケースでは 15％が支払っていない。給水を止め、支払いに

応じ話し合いで合意してから給水を再開している。給水栓から汲んでいくケースでは、貧し
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いことが認識されている住民に無料で水を与えている場合もある。 
 

District との関係は？ 

→ 問題ない。売上の 15％を支払っている。 

 

住民からの苦情などはないか？ 

→ Cooperative 化してからはユーザーからの苦情がなくなった。 

 

 

対象： Kayonza District Secttor Executive Secretary および農業・インフラ担当職員 

日付： January 28, 2009 

時間： 14:00 pm 

場所： Sector Office 

 

セクターは給水管理にどのように関わっているか？ 

→ 以前は直接的に施設の維持管理や住民の啓発活動に携わっていたが、Cooperative が管理する

ようになってからは、Cooperative は District との契約で業務を行っているため、セクターとしては

ほとんど関係がなくなってしまった。District Water Board が設立されたが、会合を行っているのか

など、活動内容は把握していない。現在では、給水に関して問題があると住民がセクターに話し

に来るため、それを District に報告している。Social Affairs 担当の職員は Community Work を実施

し、給水施設の清掃を行ったりしている。 

 

給水に関してどのような問題があるのか？ 

→ 水の価格は決まっているが、個人で大きなタンクを購入し、水を買い占めて他の住民に好き

な価格で売っているケースが 4 件報告されている。 

ハンドポンプが故障しているが修理されていないケースがある。 

個人の家に水を引きたい場合、電気は 12,000F なのに水の場合は 25,000F かかる。 

スペアパーツが保存されているが、使われていない（Cooperativeの責任で修理するケースとDistrict

が修理を担当するケースが明確にされていないため使えないケースがある）。 

このような場合、District に報告してもどのように対処してくれるのかわからない。セクターが

Cooperative との契約や Board に含まれる必要がある。District レベルでは実際に水の供給現場で何

が起こっているのか目が届かない。セクターがそれらを報告する役割があると思う。 
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対象： COVOMEZA Cooperative の President  

日付： January 28, 2009 

時間： 15:00 pm 

場所： Sector Office 

 

給水管理においてどんな問題があるか？ 

→ 特に問題はない。 

修理が必要なことが多く出費が多いことはある。 

Water Board は組織図に示される形でまだ運営できていない。 

 

組合の構成は？ 

→ 9 人の組合員で形成されている。3 つの給水システムを管理している。 

 

セクターの Executive Secretary が挙げた問題にどう対処しているか？ 

→ 個人で水をためて売る人たちには止めるように指導している。 

 

その他問題点 

→ まだ Board を中心とするメカニズムが各アクターに理解されていない。各アクターの責任な

ど明確にするべきである。 

Board のメンバーになっているが、設立以来会合は 2 回のみであった。 

毎月 District にレポートを提出しているが、コメント対応が遅れている。 

修理の責任分担が以前は明確にされていなかったが、今後は Board で話し合って決めることがで

きる。 

 

 
対象： Mr. Jonas NDAYISABA, Director of Health, Gender, Family Promotion and Child 

Protection Unit, Ngoma District (Technical Counterpart for Sanitation Promotion) 

日付： January 29, 2009 

時間： 11:00 am 

場所： Ngomo District Office 

 
今までに本プロジェクトの活動に参加したか？ 

→ 県レベルで実施された Evaluation Meeting に参加した。 

 

衛生担当のスタッフは何人いるか？ 

→ Director（本人）と部下 1 名の合計 2 名。 
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衛生分野ではどんな活動を実施しているか？ 

→ 公共のゴミ箱の設置、公衆便所の設置、学校の ECOSAN トイレの設置（PURA-SANI の投入

と、別の NGO による投入がある）、雨水を集めて活用する、など。 

 

プロジェクトによる ECOSAN トイレ設置が終了したあとはどのような活動をするか？ 

→ 肥料を活用するためのトレーニングや手洗いなどの促進活動を考えている。プロジェクトと

の相談はまだしていない。 

 

専門家とのコミュニケーションについて 

→ 良好で、会合に必要な時など連絡が取れている。 

 

実証サイトである Association とはどんな連携を行っているか？ 

→ 本ユニットでは特に連携していない。インフラユニットが行っている。 

Association では水の衛生に関して問題があるが、民営化されれば改善すると思う。 

 

 

対象： Hand Pump Manager 1, Murama Sector, Ngoma District 

日付： January 29, 2009 

時間： 12:30 pm 

場所： Hand pump site, Mirama Sector, Ngomo District 

 
ハンドポンプを管理していてどのような問題があるか？ 

→ サービス時間以外は鎖と鍵をかけて管理しているが、鍵を壊す人がいる。 

 

サービス時間は午前 5 時～7 時、11 時～2 時、午後 3 時～6 時。それ以外の時間は農業に従事して

いる。土曜日はほぼ一日中開いている。日曜日は月～金と同じスケジュール。 

 

水組合に参加している世帯数は 62、そのうち水料金を支払っていない世帯が 12 ある。水組合に

参加せず、近くの汚い水を汲みに行って使っている家庭もある。 

 

マネージャーとしての手当は 3 か月で 5000F 程度である。 

Association から週に２～３回やってきてポンプの周りの衛生状態など確認している。 

衛生関連の指導はマネージャー本人が行っている（無償ソフコンで研修をうけている）。非衛生的

な容器で水を汲みにきた人には清潔な容器を取りに戻らせたりしている。 

 

Association が毎月 2 回程度会合を実施しており問題点を相談しているが、もっと頻繁に実施して

ほしい。 
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対象： Hand Pump Manager 2, Murama Sector, Ngoma District 

日付： January 29, 2009 

時間： 13:00 pm 

場所： Hand pump site, Mirama Sector, Ngomo District 

 

どんな問題があるか？ 

→ 参加世帯 78 世帯中、30 世帯ほどが水料金を払っていない。その場合、セルの役所に連絡し

ている。 

 

ポンプが 1 か月前から請われており、修理を待っている。 

近くにポンプの水源とおなじ水が汲める場所があるので、そこから汲んでいる。料金を払わない

世帯もそこから汲んでいる。 

 

Association からは月に 1 回程度見回りに来る。 

 

毎月 15 日に Association の会合が実施されている。 

 

給水サービスの時間は、午前 6 時～9 時、午後 3 時～6 時である。給水時間はセクターレベルで決

定し、村レベルで合意されている。 

 

3 か月ごとに Association の会合で集めたお金を渡している。回収した額の 30％程度がもらえる（3

か月毎に 5000F 程度）。仕事の量に対してもらえる額はとても少ないと感じる。 

 

衛生に関する指導は村の会合で行っている。 

 

 

対象： President, Murama Water Association, Ngoma District 

日付： January 29, 2009 

時間： 13:30 pm 

場所： Hand pump site, Mirama Sector, Ngomo District 

 

どのような問題があるか？ 

→ ハンドポンプの故障。セクターレベルで対応できない時はプロジェクトに連絡している。 

 

Association のスタッフ 

- 技術者 2 名（仕事を依頼した時に代金を支払う） 
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- 衛生担当スタッフ 1 名 

- 会計係 1 名（有給） 

- Vice President 

- President 

 

毎月会合を実施しており、問題が報告された場合には点検に行っている。 

 

料金の未払いなど、問題についてはセクターの Social Affair の担当職員が関与して問題解決を支

援している。主に問題解決はセクターと連携している。District とは直接的な関与はない。 

 

ハンドポンプマネージャーの手当については、3 か月毎に 5000F の手当であることが規約に記さ

れているが、マネージャーの料金回収の努力を促すために、集めた額の 30％を手当としている。 

 

ハンドポンプの場合は収益性が低く、従量制の管理も難しいため、Cooperative 化するのは難しい

と思う。 

 

スペアパーツが足りないので、もっと都合してほしい。 

 

 
対象： Mr. Alphonse SEBUDANDI, Director of Land, Urbanization, Habitat and Infrastructure 

Unit, Kirehe District (Technical Counterpart for Operation and Maintenance) 

日付： January 30, 2009 

時間： 10:00 am 

場所： Kirehe District Office 

 
民活化の動きについて 

→ 民活化は検討しているが、施設の老朽化が顕著であるため、施設のリハビリが先に必要と考

える（無償による施設の建設・リハビリを待っている状態）。または、現在の Association の中で

も施設の状況が良い部分ではセクターレベルで民活化を始めることも考えられる。 

 

Water Board の設立について 

→ 検討中であり 6 か月以内には設立する予定。メンバーは、郡の Social Affair の担当、民間セク

ターの代表、住民代表、Association の代表、郡のインフラ担当、など。詳細はまだ決まっていな

い。 

 

給水事業管理における問題点 

→ Association の技術者の技術レベルが低い。技術的な問題が生じた時は郡が訪問し、アドバイ
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スするが、必要に応じて Association が外部の技術者を使用する。 

住民の啓発活動については、セクターと議論している。実施に際してはセクターが調整している。 

 

Association について 

→ 代表者、技術者、会計は有給。Association の下にセクターおよび給水ポイントごとの委員会

が設立されている。 

 

能力強化が必要な部分はどこか？ 

→ 技術者の技術力と組織のマネージメントスキル 

 

今後のプロジェクトとの連携について 

→ プロジェクトが作成したマニュアルに従った能力強化には関心があり参加したいが、他の郡

で研修が行われる場合は時間的に参加することが難しい。Performance Contract により業務が規定

されているので他の業務をなおざりにできない。 

 

 

対象： President, Water Users Association/Regie, Kirehe District 

日付： January 30, 2009 

時間： 11:00 am 

場所： Association Office 

 
Association の運営においてどのような問題があるか？ 

→ 水源の水量が十分でなく、十分な供給ができない場所がある。 

District とのコミュニケーションが乏しく、あまり支援を受けられなかったが、現在は改善してい

る。セクターからの支援は増えている（郡の 12セクター中 10のセクターに利用者委員会がある）。 

現在組織の Decentralization を進めており、集めたお金をセクターレベルで貯めている。セクター

レベルに、リーダーシップや技術者へのトレーニングを実施しているが、自分たちも十分な技術

力がない。 

水料金を払わない人がいるが、それについては郡に報告し、郡が啓発活動を実施している。 

 

衛生に関する活動について 

→ 実施したいが、どのようにしたらよいのかわからない。郡に支援を頼んでいるが実行されて

いない。 

 

組織の形態は別表のとおり。 
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対象： 世銀 Mr. Bruno Mwanafunzi 

日付： February 4, 2009 

時間： 9:00 am 

場所： WB Office 

 

・給水施設の維持管理としては、郡、レジー（組合）、契約ベースの 3 タイプが考えられる。 

ルワンダでは 2004 年に政府が調査を行い、レジーシステムがうまく機能しないとの結論が出た。

それが民営化政策に繋がり、世銀が後押ししている。 

最初の民営化は旧ビュンバ県で始まり、現在ほぼ 30％が民営化している。 

・2007 年にクイックレビューを行っており、その報告書が利用可能である。 

・2 月 15 日から民営化に係るレビュー調査を実施する予定であり、また、コンサルタントによっ

て全国の水料金調査を実施予定。この結果も JICA 始めドナーと共有できるだろう。 

・水料金は重力系施設では料金は低く済むが、ポンプを使用した施設では高い。 

施設間で差が出るため、問題の一つと認識している。 

・ルワスコについてはまだ知らない。 

明日からギセニで行われる水セクター会議で判るであろうが、テクニカルサポートの一種ではな

いかと想像する。 

・FEA（Fund Eau Assenismain）は中央・地方行政や水セクターへの投資のバスケットファンドで

あり、コンサルタントが最適な実施方法を模索中である。 

水衛生セクターのサブクラスターと言え、ドナー、省、郡等で構成。 

・セネガル・マリの世銀担当者がルワンダを訪れ意見交換を行ったこともある。 

・給水事業体に対し、組織運営の研修を昨年行ったので次は技術者への技術移転となろう。 

上述の調査の結果を踏まえ、契約で 7~8 月にかけコンサルタントを雇う予定。 

世銀のポリシーは政府のサポートであるため、実際は政府が行う。 

 
対象： MININFRA Mr. Gacinya Faustin 

日付： February 4, 2009 

時間： 9:45 am 

場所： MININFRA 

 

JCC への招待状手交。 

Mr. Gacinya は現在拘留中の次官の代行を務めており、専門家よりプロジェクトについてのブリー

フィングは受けているが現地踏査の経験も無く、理解は低いようであった。 

JICA への感謝が述べられたが、一般的な内容であった。 

現在の経済危機による直接的影響は無いが、ドナー各国への影響により支援が減少する事を懸念。 

地紙団員から他国での教訓を紹介して終了。 
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対象： PNEAR Mr. Yaramba Albert 

日付： February 4, 2009 

時間： 10:45 am 

場所： PNEAR Office 

 
給水事業の構造として、plan、implement、management の 3 つがある。 

Water and Sanitation Agency が Plan と Implement、RWASCO が Management を行う。 

Agency は PNEAR が変化して出来る予定だが未定。 

RWASCO が村落部でどのように活動するかについては、民間事業者に対し技術支援を行う予定。 

民間事業者はプロではないため技術支援が必要であろうため。 

RWASCO のメンバーはエレクトロガズ出身者と新たに雇用されたものとなる予定。 

ガズの全員が RWASCO に来るわけではなく、優秀なものだけが再度試験を経て決定される。 

 

 
対象： Mr. Nsanbimana Daniel, Technician, MD-1 Tank, MKM Scheme 

日付： February 4, 2009 

時間： 14:00 

場所： MKM スキーム MD-1 タンク 

 

・無償ソフコンでトレーニングを受けた 

・高校の技術課程（インフラ）を卒業しているため、トレーニング内容の理解に問題は無い。 

・プロジェクトの漏水に関するセミナーにも参加し、内容を理解した。 

・現状で技術的な問題は無いが、スキームが大きいため点検の際、徒歩で長距離を移動し大変。 

・燃料の高騰に伴い水料金を 20Frw から 30Frw/ジェリカンに値上げしたが、特に根拠無い数値。 

・エレクトロガズの商用電源の導入が近く、給水コストの低下が見込まれる。 

・テクニシャンは運転時間、送水量、燃料等の記録を取っている。 

・WHO の基準に従い、住民 1 人あたり 20 /日使用するとの想定で設計しているが、将来的には兎

も角現在は 8~9 /人/日程度であるため回収される料金は想定より少ない。 

・ジェリカンの容量も実は 20 より多いものもあるため、給水栓のマネージャーの収入も予定よ

り少なく、インセンティブが必要である。 

・2 週間に 1 回 80 の燃料を運んで投入している。燃料の運搬は本来行政支援事項として合意され

ていたが、当てにならないため自分達で行っている。 

・2 月末の瑕疵担保期間終了までは清水建設の社員が修理を行うため、大きな問題は無い。 

・郡に毎月報告することになっているが、現在機能しておらず郡からの催促も無い。 
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対象： Mr. Gasana Charles, Executive Secretary, Eastern Province 

日付： February 5, 2009 

時間： 08:00 

場所： 東部県事務所 

 

・JCC は水曜の 9 時で調整することとし、ガサナ氏が行う予定であったプロジェクトの進捗に関

するプレゼンは MININFRA のベノア氏が行うこととした。また、サインについては代権者を立て

て行う。 

・プロジェクトの進捗について、2 点問題があると考えている。一つは、当初 8 つあったサイト

が無償の遅れで 5 サイトに、続いて民営化政策により 2 つに減少してしまったことである。民営

化は維持管理のみだけであり、これも行っているのはルワンダ人であるから技術移転が必要であ

る。また、当該施設から水を利用する住民がプロジェクトの裨益者ではないであろうか。 

→調査団もカヨンザ、キレヘにサイトを設置することを考えている。カヨンザについては無償で

建設した施設を管理している Corporative Voma Meza Kayonza が候補であるが、無償による建設が

未だ行われておらず、既存施設の老朽化も激しいキレヘの選定は難航していると回答。 

・もう一点の問題は無償の遅れである。早く再開されることを期待する。 

→担当者が 4 月終わりから 6 月を目処に事業化審査を行い、その後改めて調達を行う旨回答。 

・ルワンダの予算年度は現在暦年であるが、ＡＵに合わせ 7 月に始まり 6 月に終わるものになる

予定である。 

 

 
対象： Mr. Ntezirenbo Valens, Mayor, Rwamagana District 

日付： February 5, 2009 

時間： 08:30 

場所： ルワマガナ郡庁舎 

 

・郡は毎月給水事業体に対し技術的支援を行っている。 

・MKM に関しては現在の水利用組合による管理に問題を感じておらず、今後も民営化の予定は

特に無い。 

・給水事業管理委員会は現在無いが、郡のインフラユニットが直接管理する方式が便利であると

考えるため、特に設置する予定は無い。 

 

対象： Mr. Eugene, Technician for Rwakibogo Water Source, MKM Scheme 

日付： February 5, 2009 

時間： 09:00 

場所： ルワキボゴ水源、MKM スキーム 
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・2 基のポンプがあり、一つはスタンバイ用である。 

・9.2 /秒の水が送り出されている。 

・送水先から逆流があり、圧力が高まった場合には弁が閉まり施設を保護するようになっている。 

・タンクは 1000 時間毎に掃除を行うことになっており、2 月の運用開始後、8 月に一度している。 

次の掃除が近づいている。日本でなされるような掃除の際の安全管理がなされていないため、掃

除夫の窒息事故が無いかが懸念される。掃除夫は掃除の時だけ雇用される。 

・丘の上には倉庫があり、大型のスペアパーツが管理されている。小型のものは郡庁舎にある。

倉庫の外には大きくて入らないポリエチレン管が野積みになっており、紫外線でだれている。 

 

 
対象： Mr. Andre 他 3 名、Corporative Voma Meza Kayonza 

日付： February 5, 2009 

時間： 10:00 

場所： Corporative Voma Meza Kayonza 

 

・頭文字を取って COVOMEKA と呼ぶこともある。 

・ここはムカランゲの支所兼本部であり、23 の水売店と 160 戸の各戸給水を行っている。職員は

9 人（アカウンタント、プランバー、ポンピスト、ガード等）であり、3 系列の給水システムを管

理している。ムカランゲセクターのムカランゲ（動力系、無償）、ルインハブセクターのニャンホ

ラ（動力系、無償）とミゲラ（重力系、既存）ルカラセクターのチャトク（動力系、既存）。この

他にハンドポンプがルインハブセクターに 14 程度（うち無償が 9 改修・建設）とカバロンドセク

ターに 4 つ（無償が 2）あり、保護湧水も幾つか管理している。 

・アカウンタントはインボイスを作成し、郡へ 15%の上納金を納めるのが仕事である。 

・ムカランゲとルインハブのプランバー（各 2 名）は無償によりトレーニングされた者である。 

・現在の所問題は感じていない。順調に収益を得、一部をスペアパーツに充てている。 

・無償で供与されたスペアパーツは郡が管理しており、使用することは出来ない。 

・貧しい住民は郡が発行した免除カードを持ち、無料で給水を受けることが出来る。 

・施設が建設される前はディーゼル動力の給水施設があったが動作が不安定であった。 

・住民啓発担当者を 2 名雇用しており、総雇用者数は 29 人。 

 

 

対象： 衛生担当者、ニャンホラシステム、COVOMEKA 

日付： February 5, 2009 

時間： 14:00 

場所： Nyankora 
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・ローカルオーソリティに依頼をし、毎月末午前中 10 時から 12 時に住民に集まってもらい、そ

の席で綺麗な水のメリットや、それにかかるコスト等について説明を行っている。女性も含め出

席率は大変良く、問題を感じていない。PNEAR から自転車を供与されたのでこれを活用している。

この地域には小学校・中学校が一つずつあり、ここへ出向いて綺麗な水の役割や煮沸等の講義を

行うこともある。 

 

対象： ハンドポンプ 

日付： February 5, 2009 

時間： 15:30 

場所： Nyankora 

 

使用者 1 世帯あたり年間 3600Frw を COVOMEKA が徴収することになっているが実際はしていな

い。また、郡が帰還民の再定住に際し、煉瓦作りに使用する水を COVOMEKA に断らずに利用さ

せる等、連絡体制の不備が見られる。 

 

対象： 東部県知事、次官、秘書、マコンベ、ルワマガナ・カヨンザ郡長 

日付： February 6, 2009 

時間： 9:00 

場所： 知事オフィス 

 

知事から東部県の給水状況について説明があった。 

１ｋｍ以内に各住民が水へのアクセスがあるようにしたい。 

20~30 人が給水施設に並び女性や子供が水汲みに時間を費やすようではいけない。 

人々の収入は少なく、値段が高騰してもいけない等。 

 

須藤団長より挨拶と調査目的について説明。 

ガサナ氏からこれまでの経緯と開調、無償との違いについて説明。 

ムホロロ郡長からカヨンザの状況について説明。 

40%の人々がまだ給水を受けていない等。 

 

藤井専門家から開調について説明、続いて松崎から無償案件の進捗について説明して終了。 

 

対象： Mr. Francais Niyotwagira, Mayor, Ngoma District 

日付： February 6, 2009 

時間： 10:15 

場所： ンゴマ郡長執務室 
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ムラマの人々は安全な水にアクセスできるが、その他の人々はまだまだ出来ていない。 

プロジェクトと協力していきたい。 

 

レジーにはうまく機能しているものとそうでないものがあり、施設が古い所に問題が散見される。 

しかし、エレクトロガズの水売価は 10Frw/ジェリカンであり、レジーの中でも施設の修理を必要

とする場合は 20Frw/ジェリカンで売る所もあり、価格で負けている。 

 

郡が全てのレジーに対して監査を実施した。ムラマは問題なかった。 

郡はあくまでも住民・村のイニシアチブを支援するというアプローチであり、郡レベルの給水事

業監理委員会の設立は予定していない。 

ムラマハンドポンプのレジーが維持管理を続けられるようにサポートしていく。 

また、カレンボ、ムゲセラの近くでは民営化せずとも好調であり、今は民営化は不要と思料。 

システムが正常に稼動する事を担保するために能力開発の必要がある。 

その点でムラマは問題ないが、カレンボ、ムゲセラは古いシステムを使っており、改修を要する。 

 

ンゴマ郡には給水事業担当を設置する予定であり、プロジェクトとも関係深くなろう。 

また、セクターオフィスにアソシアと呼ばれる人間が居り、レジーと関係深く衛生啓発も行う他、 

セルレベルにも同様のソーシャルアフェアーズ担当がいる。 

 

ウブデヘ等の小規模プロジェクトは地元の人間が行うことになっており、給水に関しても郡が全

レジーに対して予算措置を行い、レジーのイニシアチブで修理等を行った。 

 

対象： Mr. Alfonse, キレヘ郡インフラユニット長 

日付： February 6, 2009 

時間： 12:00 

場所： キレヘ副郡長執務室 

 

キレヘ郡にも実証サイトを設置する場合、改修の必要が無い新しい施設が望ましい。 

アルフォンソ氏からは「ガトレフェーズ 2」と「ムサザ」の 2 スキームが提案された。 

前者はドナーにより建設された施設である。 

また、キレヘ郡にはレジーの上位組織として郡レベルレジーがあるが、当該施設のレジーは郡レ

ベルレジーの傘下にはない。 

また、今までは郡レベルのレジーが全体を管理していたが、施設ごとのレジーを設立し分権化を

行っている。 

3 月にはムカラワにレジーを導入した。 

そのための施設リハビリは郡が行った。 

郡レベルレジーによる資金管理は立ち行かないと感じる。 
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まだ今後の方針は検討中であるが、各レジーに技術者を配したい。 

郡全体を民営化する計画は今のところ無い。 

 

対象： Gatore2 スキーム、キレヘ郡 

日付： February 6, 2009 

時間： 13:00 

場所： 水源 

 

実証サイトの候補となる新しいスキームである。 

NESTLE SA 出資、LWF (Lutheran World Federation) による IFAPA (Interface Action for Peace in 

Africa) プロジェクトにより建設されている。3 つのセルをカバーする大きな給水施設であり、水

源は斜面に面している。タンクも複数見られる。 

同プロジェクトによりレジーのトレーニングも行われており、現在の所特に問題は無い。 

レジーのポンプ運転士が燃料の運搬、投入も行っている。 

タンク脇及び斜面の最下部にはアウトレットがあり、オーバーフローした水が勢い良く出ている

様子から水量は豊富と思われる。 

アウトレットから給水を行う子供が一人見られた。 

 

対象： Gatore2 スキーム、キレヘ郡 

日付： February 6, 2009 

時間： 14:00 

場所： 給水地点 

 

ムガンザセルにあり、カレンゲとヌンガムの両ウムドゥグドゥの間にあるタップ。マネージャー

の女性に話を聞く。 

30Frw/ジェリカンで販売し、2Frw/ジェリカンの利益を受け取る。 

即ち、1500Frw/ をレジーに一旦納め、上記割合のキャッシュバックを受ける。 

1 日に 6~8 時、12~2 時、16~18 時の 3 回販売する。 

蛇口の調子が悪く、常に握っていないと水が出ないと嘆いていたが、専門家曰く無駄水を防ぐた

め元々その様な仕様であるとのこと。 

水の出は良い。 

 

対象： Murama Sector 

日付： February 6, 2009 

時間： 15:00 

場所： ハンドポンプ 
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無償で建設・改修したハンドポンプ群が道路沿いにあり、その一つ。 

一世帯あたり年間 1200Frw を 4 回に分けて徴収することとなっているが、支払い率は良くない。 

世帯リストはあるが、この施設を使用していないと断られるケースが多いとのこと。 

徴収額の 3 割が管理者に与えられる。 
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